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箱を開けてか 5 本装置の初期設定を完 
了ずるまでの手順を説明します。 

このスタートアップガイドに従って作 
業して < ださい。 
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⑤ NEC Corporation 2008 
製社の許可なく複製-改変などを行うことはでをません。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 


添付品を確認ずる 


姻包箱を開け、添付品びそろつていることをお認してくだをい（ごミ主文の憤がにより、下記 
W かの添付品び同姻されている場合びあります)。 


• 本体 
• 電源コード 
• フ□ントべゼル 
• セキュリティキー（フ□ントべゼル 
巧側に貼り付けられています） 


• ソフトウェアパッケージー式 • お客様登録申} A 書 

(バックアップ DVD - ROM が含む) • 保証書(本体捆包箱に貼り付けられ 
•「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が ています） 


• SystemGlobe DianaScope • 使用上のごミ主意 

Additional Server Licenced) • スタートアップガイド(本書) 
(DianaScope のライセンス） 


▲ 添付のバックアップ DVD-ROM は、再セットアップの時に必要となりますので大切に保管し 
Qm ておいて< ださい。 

バックアップ DVD-ROM の中には r ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されています。 
ユーザーズガイドやオンラインドキュメントは Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 

が EXPRESSBUILDER パ、ソケージの内容については EXPRESSBUILDER 内の添付品一覧を参照してください。 
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ユーザーズ ガイドを読む 

ユーザーズガイドはバックアップ DVD - ROM の中に格納されています。ユーザーズガイド 


は Adobe Reader で閲覧でをる PDF ファイルです。 


<バックアップ DVD - ROM>:/ne 巳/ doc / manual.html 


ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うためのを意事項や S な / tup では記載されてい 

ないセットアップに関する詳細な説明、運巧やアップグレードに関する説明が記載されています。ま 
た、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手段やサービスに関する情報も記載されています。 
本装置を取り扱う前にぜひお読みください。 

PDF ファイルを閲覧するため(こは 、 Adobe Reader 日本語版が必要です 。 Adobe Reader 
はアドビ社の Web サイトか6無償でダウン□-ドすることができます （ http :// 
ムヒント www . adobe . cojp )。 

製本されたユーザーズガイドが必要な場合は、もよりの販売店、またはお買い求めの販売店 
にお間い合わせください。また、ユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトか6ダウン□ー ド 
することができます （ http :// nec 8. com / 一 [サポート情報]をクリ、ソクしてください）。 
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ラックを設置する 


本はは EIA 規巧に適合した19型 
(インチ)ラックに設置して使用します。ラック 
に設置する場合は、巧の祭件を守ってラック 
を設置して < ださい。 


▲ ラックの設置は必ず複数名で行つ 
Ctti てください。 



A 安全に関するご注意 



装置をセットアップする前に r ユーザーズガイド J の 
r 使用上のごを意 - おずお読みくだをい -J 
をお読みの上、ま意事頂を守って正しく七ットアップして<ださい。 

• めれた手で電源プラグの巧を差しをしないで<ださい。感電するおそれびあ 0 ます。 

• 内蔵型オプションの取り付け-取りかしは電源コードをコンセントか 6 巧いて行つてください。 

• 雷び鳴り出した百ケーブル類をさめ装置にが百ないでください。落雷による感電のおそれびあります。 

• 「ユーザーズガイド J に記載されている内容を除き、分お•修理-改造を行わないでください。 


A ミ主意 


• 持ち運びの際は2人な上で装置のち面をしつかりと持つて運んでください。 

•水、湿気、ほこり、油、煙の多い場所、また直射日光の当たる場抓こ設置しないでくださし、。 
• 装置に添付されている電源コードなかをほ用しないでくだをい。 

• 電源コードは指定の電圧で、アース付をのコンセントに接続してください。 

• 電源コードはタコち配線にしないで<ださい。 
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本化を設置する 


本化をラックに取り付けます。ユー 
ザーズガイドの2章を参照して<ださい。 


^ラックの設置や本体の取り付けは必ず 
づ要複数名で行ってください。 

[ E 本体左ちに取り付けられているスライド式のレールを 



[ 2 ] 本体前面にある□、ソク解除ボタンを押しながら、レー 
ルを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせる。 



しばらくすると、「カチ、ソ」と□ックされます。本体側 
面にあるレリーズレバー（白色）を矢目 P の方向に引き、 
□ックを解除しなが6本体から取りかす。 



き化してくださし、 


レールアセンブリを取り外すと、本体にはネジで固定さ 
れたインナーレールのみが付いた状態となります。 



取り外したレールアセンブリは、レバーを押しなが6矢 
印ち向へ動かし、もとに戻してください。 


[5] 2人 U 上で本装置をしっかりと持ってラックへ取りが 
ける。 



レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再 
度取り付けます。どちら側のインナーレールから取り 
かしたものかわかるように目 P を付けるなどして区別し 
て<ださい。複数の本装置を設置する際もどの装置の 
どちら側のインナーレールから取りかしたものがわか 
るように区別してください。 

レバーやレールで指を巧まないよう十分を意して<だ 
さし''。 


[ U レールアセンブリの四角い突起を、19インチラックの 
角穴に入れて取り付ける。 

この時に r カチ、ソ」と音がして、□ックされたことを磕 
認してください。 



本装置側面のインナーレールをラックに取り付けた 
レールアセンブリに磕実に差し込んでからゆっくりと 



途中で本装置が□ツクされたら、側面にあるレリーズ 
レバー(青色のレバーが左ちにあります）を手前また 
は、奥に押しながらゆっくりと押し込みます。 



完全に装置を押し込むと装置前面の□ックがかかり装 
置を固定できます。 


レバーやレールで指を挟まないよう十分を意して<だ 
さい。 

差し込む時、インナーレールの両側をまっすぐ挿入し 
てください。 

設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しな 
がら取り付けてください。 

初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないた 
め押し込むときに強い摩擦を感じることがあります 
が、製品に支障はありません。 

差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時 
に途中で止まることがあります。その場合一度装置を 
□ックがかかるまで完全に手前に弓 I き出してくださ 
い。左ちの□ックが完全にかかったのを確認してか 
ら、その後左ちの□ックを解除させて再び装置を押し 
込んで < ださい。 


S 本装置を何度かラックから引き化したり、押し込んだ 
りしてスライドの動作に問題がないことを確認する。 


ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付け 
る際は、他装置と本装置の崖体が干渉していないこと 
を確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

スライドレール部分の動作を確認してください。スラ 
イドレールがラックのフレームに当たり、引き化せな 
い場合は、スライドレールを取り付け直してくださ 
し、 


U 上で完了でず。 


上図はち側(前面）を示していますが、ち側(背面）、左 
側(前面/背面）も同様に取り付けてください。もう一 
方のレールを取り付ける時、すでに取りがけている 
レールアセンブリと同じ高さに取り付けることを確認 
してください。 


5 ケーブルを接続ずる 

本な背励こ LAN ケーブルをち続したを、 
の2章を参照してください。 


添付の電源コードを接続します。ユーザーズガイド 


前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はあ 
U ません。 

レールアセンブリが確実に□ックされて脱落しないこ 
とを確認してください。 


狂]左ちのレールアセンブリのス 
ライドレールを□ツクされる 
まで引き化す。 



□、ソク機構が確実に□ックしている事を確認してくだ 

さい。 

r 




/ ロック機お 

っ j 

L 



^ LAN ポート 1 を必ず運用時のネットワークシステムに接続してください。初期導入時のセッ 
要 トアップでは、 LAN ポート 1( システムか 5 は ethO ポートとして扱われまず)を使用してセッ 
トアップを進めます。 LAN ポート 2( ethl ) は初期導入のセットアップを完了後、 
Management Console の[システム]一[その個一[ネットワーク]で設定できる拡張用ポー 
卜です。 



引を続をシステムのセットアップをしまず。 裏脈ご篡<ださい 。時時時 






























































































































































7 初期導入設定眉 m を口ードずる 

インストール/初期導入設定用ディスクの内容を本体に 
す。詳し<はユーザーズガイドの3章を参照して<ださい。 


□-ドして初期セツトアップをしま 


の本装置の LAN ポート1コネクタ （ ethO ) とネッ 
トワーク環境として使巧する HU 目に LAN ケー 
ブルが接続されていることを確認する （L A N 
ポート2コネクタ （ eth 1 ) は任意)。 

国ステップ6で作成したインストール/初期導入 
設定用ディスクがライトプ□テクトされてい 
ないことを確認して、本体のフ□、ソピーディ 
スクドライブじセットする。 

函本体の電源を ON にする。 

セットアップを開始します。2〜3分ほどで完 
了します。 

函フ□、ソピーディスクドライブのアクセスラン 


LAN ポート1 
コネクタ （ ethO ) 


LAN ポート2 
コネクタ （ eth 1) 



@。□目目 □ a 目距距目 I 


距距目距目距 E 


面ネットワークの設定をする。 

ここで設定する情報は L A N ポート1 ( システムからは 
ethO ポートとして扱われます）に対するものです。 

〇タイプミスのないようじ各値を入力する。 

0 セカンダリネームサーバがをなする場合のみ入力 
する。 

〇 [次へ]をクリックして次に進む。 


システムのサービスに関する設定やシス 
テムの基本設定は rManagement Console を使 
用して変ちすることびでをます 。 Management 
Console へのち続方まや設定項目についてはユー 
ザーズガイドの4章、または Management 
Console のオンラインペルプを参照して < だをい。 


Q InterScan VirusWall のアクテイべーシヨ ンをする 

ク 本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブ□ックなどの機能や、アップデート機能を利用 

するためにアクティベーションを実施して<ださい。 


日] InterScan コンソールを開く。 

InterScan 〕 ンソールを開くには次の2つのちまがあります。 

• Management Console か6サービスのアイコンを選択し、[ウイルスチェック]をクリ、ソクする。 

• Web ブラウザを起動し、 InterScan マシンの IP アドレス：ポート番号 （HTTP = 9240、 
HTTPS =9241) の URL を入力する。 

IP アドレスの部分は、 InterScan マシンのドメイン名、 IP アドレスのいずれでもかまいません。 
【 HTTP の例】 

http :// ドメイン名:9240 
http :// isvw . widget . com : 9240 
http :// 123.12 .123.1 23:9240 

国 InterScan 〕 ンソールに□グインするための 
パスワードを入力する。 

InterScan コンソールにはパスワードが設定 
されています。出荷時のパスワードは 
「 admin 」 です。 

函[管理]一[製品ライセンス情報]を選択しアク 
ティべーションコードを入力して[アクティ 
ベート]を実行する。 

面ウイルスパターンファイルのダウン□ード設定 
など InterScan コンソールでの詳細設定をする。 


詳しくは ユーザーズ ガイドの3章をご覧くださ 
い。 

Jfi Management Console をほ用したシステムの設定 
1 U ぞする 


【 HTTPS の侧 

https :// ドメイン名:9241 
https :// isvw . widget . com :9241 
https :// 123.12 .123.1 23:9241 
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インストール/初期導入設定用ディスクを 


■で 作がする 

定情報び保巧され 


本装置をインターネット装置として運用するために最低限 iK 要となる設定情報びな巧された 
ディスクを作巧します。添付の r インストール/初期導入設定用ディスク J と Windows XP/Windows 
2000び動作するコンピュータを用意して<ださい。詳し<はユーザーズガイドの3章を参照して<だ 
をい。 

百] Windows マシンを起動する。 

国フ□、ソピーディスクドライブじ添付の「インストール/初 
期導入設定用ディスク」をセットする。 

インストール/初期導入設定用ディスクはライトプ□テ 
クトされていない状態にしてください。 

函エクスプ□ーラなどからフ□、ソピーディスクドライブ内 
の 「初期導入設定 ツール （ S ねけ upConf.exe )」 を 起動す 
る。 

初期導入設定 ツールが 起動します。 ツールはウィザード 
形式で進みます。入力した内容が間違っている場合は先 
に進めません。警告メッセージじ従って入力内容を確 
認-修正してください。 


面管理 PC から本装置に□グインする際の管理者 ( admin ) 
パスワードを設定する。 

ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) で□グイ 
ンする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、 
不正に利用されたりしないようじ、パスワードの管理は 
厳重に行ってください。 

〇初期状態では、本装置に添付の 「 root パスワード」(こ記載 
されたパスワードを入力する。 

〇パスワードを設定する。 

〇 ©で入力したパスワードを入力してパスワードの 
確認をする。 

〇 [次へ]をクリックして次に進む。 


パスワードは画面に表示されない （ r ネ」で 
表示される）ため、タイプミスのないよう 
にを意する 


インストール/初期導入設定用ディスクは再セ、ソトアツプの際に 
も使用します。セットアップの完了後も大切(こ保管してくださ 
い。 


巧目を入力したら「ぶへ化) >巧巧してくだみ、 


く房る(昼)」 [ みへの)〉 


管理コンピュータのセットアップをする 

本装置をネットワーク上か6管理-な巧するソフトウェアを管理コンピュータにインストー 
ルします。ソフトウェアは、本佑に添付の ！ "EXPRESSBUILDERJ DVD に含まれています。管理コ 
ンピュータの光ディスクドライブに rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットすると表巧される 1" 才ート 
ランで起動するメニュー J か6それぞれインストールすることびでをます。詳しくはユーザーズガイドの 
2章または5章を参照して < ださい。 


团ネットワークの設定をして[次へ]をクリックする。 

ここで設定する情報は LAN ポート2 (システムからは 
eth 1ポートとして扱われます）に対するものです。 


ファイルの A ルブ沿） 


■」口 iKl 


のネッ F ワークスンさフエースの設定否巧 L 、ます。ぎ巧ち1こデータを人刀して巧^しレ 

R 目のホットワークインた7エースの旣ちを i うわなし喘合は、 f 可を入力せずじ「ホへ J ぞ巧し 

肝アドレス 广.厂 . 「 . r 

サブネットマスク I - r . 「 .1 


項目を入力した6「なへ(が >」を巧してください 


<戻5を）」 [ ;たへ咱)> 


キ中ンたルI 


面[スタンドア□ン構成]が選択された状態じする（出荷時 
の設定で選択されています）。 

すべての入力が完了したら、設定した内容がインストール/初期 
導入設定用ディスクじ書き込まれます。設定完了のメ、ソセージが 
表示されるまでフ□、ソピーディスクドライブから取り出さないで 
ください。 


ファイルのヘルプお） 

[Management Console の巧巧モードき|を定します。ご串1|用形態にさわせて設定してくださいゥ 
tCVirusCheckServerl まスタンドアロン巧ぶでれ巧します。） 


ESMPRO / ServerAgent の設定を ずる 


設定を： 

verAgent 


本はのが態を監視するソフトウェア rESMPRO / ServerAgentJ びインス I ル巧みで 
す。フアンやマサーボード、八ードディスクドライブ、本化の温度などを監視するこのソフトウェアの 
設定（しまい値やイベントの通報巧)をします。 

詳しくは、バックアップ DVD - ROM にある ESMPRO / ServerAgent ユーザーズガイドを参照してくださ 
い。 

くバ、ソクアツプ DVD-ROM 〉 :/nec/doc/ 300 /esmp 「 o.S£i/use 「 s_v42.pdf 


接続に使巧するクライアントマシンじよっては基線が文字化けすることがありますが、それぞれの機能 
は問題なく動作します。 


^懼 (D オブジェクトげィスな您約賊：1 


ファイルのヘルブ(が 


■ -inixl 


お0こサーバ■じバスワードぞ設ちしてある場合は、 r 設定;' If みパスワード J の項目Iこ、5えなのい‘ 
^ード!^夕してください0巧めて記定ぞ巧う巧さ、ホな巧紙に記巧してある J ちスワードを 

〇 

〇 


記おちみバスワード 
バスつード 
バスワード再入力 


巧目を入力したら「みへ(凹)>_1ぞ押! 


〇 


J の 




プが消のしていることを確認して、インス 
トール/初期導入設定用ディスクを取り出す。 

セットアップに失敗した場合はビープ音を鳴6した後、自動的に電源が 0 FF ( P 0 WER ランス肖好) 
になります。その場合は、 Windows の r メモ帳」などを使ってインストール/初期導入設定用ディス 
クに書き出される□グファイル nogging . txt 」 を開いてエラーメッセージを確認し、トラブルの解 
みを試みてください。エラーメッセージの意巧じついては、ユーザーズガイドの3章 r システムのセッ 
トアップ」一「セ、ソトアップじ失敗した場合」を参照してください。それでも解みできない場をは保守 
サービス会せにお問い合わせください。 

面添付のフ□ントべゼルを取り付けてセキュリ 
ティ キーで □ックする。 

セキュリティキーは大切に保管してくださ 
い。 



8 


アクテ Y ベーシ3ンつー ドを入手ずる 


本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブロックなどの機能やアップデート機能を利用す 
るアクティベーションを実施するためには、 r アクティベーションコード J を入手します。 

アクティベーションコードは InterScan VirusWall のユーザー登録を行うと入手することができます。 
ユーザー登録は非常に大切な作業であり 、 InterScan VirusWall のユーザー登録を行うと、アクティ 
ベーションコードが提供されると共に、次のサービスを受けることができます。 

• 1年間のウイルスパターンファイル等のアップデート 

• 1年間のサポートサービス 

• 製品の更新情報や新製品案内のご提供 

ユーザー 登録は インターネット 経由での登録となります。 

ユーザー登録のち法は、基本ライセンスじ添付されております使用許諾契約書に同捆されております 
冊子「トレンドマイク□製品をお使いいただくために」に記載されています。冊子を参照してユーザー 
登録およびアクティべーションコードの取得を行つてください。 

ユーザー登録の際に必要となりますレジストレーションキーは、基本ライセンスに添付されておりま 
す使用許諾契約書に記載されております。ユーザー登録に関しましては、ユーザーズガイドの1章およ 
び3章わ併せてご確認ください。 


(im 


本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブ□ックなどの機能や、アップデート機能を利用 
ずるためにはアクティべーシヨンの実施が必要でず。 

本製品のセットアップに先立ち、ユーザー營録およびアクティべーシヨンコードの取得を実 
施してください。 

ユーザー登録時に発行されるアクティべーシヨンコードは非常に重要な情報でず。確実に保 
管してください。 

ユーザー登録する際には、トレンドマイク□社へのユーザー登録だけでなく、必ず Web 登録 
によって VirusCheckServer ソフトウエアサボートサービスの登録およびサボート申し込 
みを行う必要びありまず。 


[ ファイルの福業の^ 




iterScc のを话サービスやシステムなどの!旋巧巧を行う、ンールで1 








な上で完了でず。 



















































































































































